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竹
島
及
び
北
方
領
土
に
係
る
我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
に
対
す
る
政
府
の
対
応
の
相
違
及
び
認
識
等
に
関
す

る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
六
九
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

こ
れ
ま
で
の
政
府
答
弁
書
に
よ
る
と
、
我
が
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
で
あ
る
北
方
領
土
と
竹
島
に
係
る
二
つ
の
問
題
に
対

す
る
政
府
の
取
組
に
つ
き
、
北
方
領
土
に
つ
い
て
は
、
現
在
政
府
は
二
月
七
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
と
定
め
、
各
種
啓
発

行
事
を
行
い
、
内
閣
府
に
は
北
方
対
策
本
部
と
い
う
、
北
方
領
土
問
題
解
決
を
図
る
部
署
が
設
置
さ
れ
、
担
当
す
る
特
命
担

当
大
臣
が
お
り
、
更
に
過
去
四
度
に
わ
た
り
ロ
シ
ア
の
管
轄
権
に
服
し
た
形
で
北
方
領
土
へ
入
域
し
な
い
こ
と
を
国
民
に
求

め
る
閣
議
了
解
が
な
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
竹
島
に
つ
い
て
政
府
は
「
竹
島
の
日
」
を
定
め
て
お
ら
ず
、
現
在
内
閣
府
に
北

方
対
策
本
部
の
様
に
竹
島
問
題
解
決
を
図
る
部
署
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
竹
島
問
題
を
担
当
す
る
特
命
担
当
大
臣
も
お
ら

ず
、
更
に
は
韓
国
の
管
轄
権
に
服
し
た
形
で
竹
島
へ
入
域
し
な
い
こ
と
を
国
民
に
求
め
る
閣
議
了
解
も
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
我
が
国
が
抱
え
る
二
つ
の
領
土
問
題
に
対
す
る
政
府
の
取
組
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
よ
り

こ
う
も
異
な
る
理
由
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
「
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土
問
題
を
め
ぐ
る
経
緯
及
び
状
況
等
を
踏
ま
え
、

必
ず
し
も
同
様
の
対
応
と
は
な
っ
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
で
は
右
答
弁
に
言
う
「
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土

一



問
題
を
め
ぐ
る
経
緯
及
び
状
況
等
」
と
は
ど
の
様
な
も
の
か
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。
例
え
ば
政
府

が
「
北
方
領
土
の
日
」
を
制
定
す
る
一
方
で
「
竹
島
の
日
」
を
制
定
し
な
い
、
ま
た
は
で
き
な
い
理
由
等
、
右
に
挙
げ
た
北

方
領
土
問
題
と
竹
島
問
題
に
対
す
る
政
府
の
取
組
の
具
体
的
事
例
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
取
組
内
容
が
異
な
る
理
由
と
な
る

「
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土
問
題
を
め
ぐ
る
経
緯
及
び
状
況
等
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

政
府
職
員
、
特
に
外
務
省
職
員
、
更
に
そ
の
中
で
も
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
、
北
東
ア
ジ
ア
課
長
及
び
北
東
ア
ジ
ア
課
の
職

員
は
、
公
務
と
し
て
島
根
県
隠
岐
の
島
町
に
行
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
あ
る
か
。

三

北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
（
以
下
、
「
北
特
法
」
と
い
う
。
）
及
び
昭
和
五
十
八
年
に
決
定
さ
れ
た
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
を
図

る
た
め
の
基
本
方
針
（
以
下
、
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
北
方
領
土
問
題
原
点
の
地
で
あ
り
、
北
方
領
土
に
隣

接
す
る
根
室
市
、
中
標
津
町
、
標
津
町
、
別
海
町
、
羅
臼
町
の
一
市
四
町
の
発
展
、
振
興
を
国
土
交
通
省
が
主
導
す
る
形
で

推
進
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
も
「
北
特
法
」
並
び
に
「
基
本
方
針
」
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
法

律
、
政
府
方
針
は
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

四

三
で
、
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
な
ら
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
竹
島
問
題
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置

二



に
関
す
る
法
律
並
び
に
竹
島
問
題
の
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
、
竹
島
問
題
原
点
の
地
で
あ
る
島
根
県

隠
岐
の
島
町
の
発
展
、
振
興
を
図
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


